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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月24日(2016.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記成分Ａ）～Ｃ）を含有することを特徴とする皮膚外用剤（ただし、成分Ａ）～Ｃ）は
互いに異なる）。
　Ａ）メントール
　Ｂ）メンチル基及びＯＨ基を有する化合物
　Ｃ）カルボン酸のメントールエステル
【請求項２】
更にポリオキシエチレン付加ヒマシ油を含有することを特徴とする請求項１に記載の皮膚
外用剤。
【請求項３】
更にエタノールを皮膚外用剤全量に対して２０～５０質量％含有することを特徴とする請
求項１又は２に記載の皮膚外用剤。
【請求項４】
成分Ｂ）がメントキシプロパンジオールであり、かつ成分Ｃ）がピロリドンカルボン酸メ
ンチルであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の皮膚外用剤。
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【請求項５】
全身に適用することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の皮膚外用剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
＜試験例２＞冷感スコアの評価
試験例１の各時点における冷感の強さを以下の６段階で評価した。２０名のスコアの平均
値をその時間における冷感スコアとした。結果を表２に示す。

評価基準    かなり冷感を感じる・・・・・５点
            冷感を感じる・・・・・・・・４点
            やや冷感を感じる・・・・・・３点
            わずかに冷感を感じる・・・・２点
            ほとんど冷感を感じない・・・１点
            全く冷感を感じない・・・・・０点                                
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